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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
今
後
の
法
曹
養
成
制
度
の
検
討
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

本
年
の
新
司
法
試
験
合
格
者
数
は
二
千
六
十
三
人
で
あ
り
、
合
格
率
（
受
験
者
数
に
占
め
る
合
格
者
数
の
割
合
）
は
二
十

三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
こ
ろ
、
合
格
者
は
、
司
法
試
験
委
員
会
に
お
い
て
、
法
曹
と
な
る
べ
き
能
力
の
有
無
を
判
定

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
適
切
に
決
定
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

司
法
試
験
合
格
者
数
に
つ
い
て
は
、
「
司
法
制
度
改
革
推
進
計
画
」
（
平
成
十
四
年
三
月
十
九
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、

「
法
科
大
学
院
を
含
む
新
た
な
法
曹
養
成
制
度
の
整
備
の
状
況
等
を
見
定
め
な
が
ら
、
平
成
二
十
二
年
こ
ろ
に
は
司
法
試
験

の
合
格
者
数
を
年
間
三
千
人
程
度
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
の
目
標
が
設
定
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昨
年
及
び
本

年
に
お
い
て
同
目
標
を
下
回
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
現
在
、
御
指
摘
の
「
法
曹
の
養
成
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
て
お
り
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
司
法
試
験
の
合
格
状
況
を
含
め
、
法
曹
人
口
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
必
要
な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年
十
月
十
二
日
内
閣
衆
質
一
七
六
第
一
六
号
）
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
法
科
大
学
院
協
会
に

一



お
け
る
就
職
状
況
の
調
査
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
同
協
会
に
お
い
て
、
法
科
大
学
院
修
了
者
及
び
在
学
生
に
対
し
、
調
査

へ
の
協
力
を
依
頼
し
て
、
新
司
法
試
験
の
受
験
状
況
や
就
職
状
況
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

と
承
知
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
今
後
、
法
曹
の
養
成
に
関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て

必
要
な
検
討
を
行
い
、
で
き
る
限
り
早
期
に
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
政
策
評
価
に
つ
い
て
は
、
法
曹
人
口
の
拡
大
及
び
法
曹
養
成
制
度
の
改
革
に
関
す
る
政
策
の
総
合
性
を
確
保
す

る
た
め
、
本
年
一
月
か
ら
、
総
務
省
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
法
科
大
学
院
、
弁
護
士
会
、
都
道

府
県
及
び
市
区
町
村
を
対
象
に
、
当
該
政
策
の
効
果
の
発
現
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後

は
、
法
科
大
学
院
の
教
員
、
在
学
生
等
の
法
曹
養
成
制
度
の
関
係
者
、
そ
の
他
関
係
団
体
等
を
対
象
に
同
様
の
調
査
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
で
き
る
限
り
早
期
に
評
価
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
ま
い
り
た
い
。
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